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（2018年11月10日　第１版 第1刷用）

本書の内容に、以下の誤りがございました。お詫びして訂正させていただきます。

頁 誤 正

38頁図１

95頁３行目 …に囲まれている。 …に囲まれている（図 1）。
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図 1　計画敷地周辺のチェック項目
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前面道路（2車線・14m幅員）

交差点

14500

12800【敷地与件】
　所在地：N市M区M町2丁目
敷地面積 :181.0m
建物面積：442.8m
容積率：200% (315.4m <上限318m )
建ぺい率：90% (125m <上限143m )
　用途地域：近隣商業地域
　防火地域：準防火地域
　日影規制：3h/5h(4m)
　隣地斜線：31m
　道路幅員：南14m、東6m(市道路情報) 
　高度地区：絶対高さ31m高度地区
その他 :上下水道及びガス管引込済、現状更地、

　北側境界内にブロック塀あり
駐車場 屋根付自走4区画 (付置義務なし)
駐輪場：戸数の50%必要、サイズ0.5m 2m
ゴミ置き場：0.23m 戸数(市清掃局指針)

❸角地メリットをみる

❶建物規模の
　上限を知る

❷屋根の形・高さ
　の制限を知る

❾敷地内に必要か否か
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容積率 ： 200%（315.4m2<上限318m2）

建ぺい率 ： 90%（125m2<上限143m2）

用途地域 ： 近隣商業地域

防火地域 ： 準防火地域

日影規制 ： 3h/5h（4m）

隣地斜線 ： 31m

道路幅員 ： 南14m、東6m（市道路情報）

高度地区 ： 絶対高さ31m高度地区

その他  ： 上下水道及びガス管引込済、現状更地、

　　　　北側境界内にブロック塀あり

駐車場 ： 屋根付自走4区画（付置義務なし）

駐輪場 ： 戸数の50%必要、サイズ0.5m×2m

ゴミ置き場 ： 0.23m2×戸数（市清掃局指針）
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❶建物規模の
　上限を知る

❾敷地内に必要か否か

❸角地メリットをみる

❷屋根の形・高さ
　の制限を知る
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　敷地は住宅・賃貸マンション・小規模の工場などが混在したエ
リアである。間口約 7.5m×奥行き約 22mの東西に細長い敷地
で、東面のみが接道し、他の 3 方は隣地建物に囲まれている。南
側には隣地アパートの共用廊下が面しているため、定石通りこちら
の住戸を南面させるプランをいくつか検討したが、互いにプライバシ
ーの問題が起こることは容易に想像できたので、早々に他のアイデ
アを模索した。その中で3 棟の分棟型が有効と思われ、階数、構
造、階高、間取りなどを様々にスタディした後、決定したプランが図
2、図 3である。
　敷地の長手方向に建築面積が許容される最大の面積で木造の
3つのボリュームを並べ、それぞれに各住戸への採光や空の見え
方、道路斜線への対処などから形態にばらつきを与えた。ボリュー
ム間のヴォイドには白砂利が敷かれ、天空からの採光のためのコー
トとして機能し、また分棟形式で小境壁がないことから、木造で懸
念される隣戸間の音漏れも解消している（図 5）。
　すべての住戸が約 4mの天井高を有し、一部にロフトを設けてで
きるだけ大きな気積をとった。ロフトは壁で仕切らずに天井までの開
口部をもつ吹き抜けに面することで、空間の広がりと共に十分な採
光も得られ、単なる物置としてのスペースというよりは居室に近い設
えとしている（図 4）。

敷地の短所を長所に変える4.3

図 1　正面より俯瞰　手前から奥に3棟のボリュームが並ぶ
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東面のみが接道し、他の 3 方は隣地建物に囲まれている（図 1）。
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らの住戸を南面させるプランをいくつか検討したが、互いにプライ
バシーの問題が起こることは容易に想像できたので、早々に他のア
イデアを模索した。その中で3 棟の分棟型が有効と思われ、階数、
構造、階高、間取りなどを様々にスタディした後、決定したプランが
図 2、図 3である。
　敷地の長手方向に建築面積が許容される最大の面積で木造の
3つのボリュームを並べ、それぞれに各住戸への採光や空の見え
方、道路斜線への対処などから形態にばらつきを与えた。ボリュー
ム間のヴォイドには白砂利が敷かれ、天空からの採光のためのコー
トとして機能し、また分棟形式で小境壁がないことから、木造で懸
念される隣戸間の音漏れも解消している（図 5）。
　すべての住戸が約 4mの天井高を有し、一部にロフトを設けてで
きるだけ大きな気積をとった。ロフトは壁で仕切らずに天井までの開
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